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  スローガン ～祝 40周年 笑顔でロータリー活動をしよう～ 

 

ようやくコロナ収束の兆しが見え始め、日常を取り戻しつつあると思えるようになりました。これまでの約

３年間は感染防止の観点から、人と人との接触をできるだけ避けた活動となり、ロータリー活動も思うよ

うにできない期間でした。これからは、引き続き配慮はしつつもこのような制限がなくなり、自由に活動でき

ることを望みます。 

さて、我がクラブの最大の問題は会員の少なさです。しかし、会員を増やすといっても簡単にはできてい

ないのが現状です。そこで、私は少ない会員でも、纏まりの良さや、協調性の良さなどを生かしながら、会

員が誇りをもって楽しく活動できるように努めていきたいと考えています。 

 

２０２３-２４年度ＲＩテーマ 

今年度のＲＩ会長のゴードン Ｒ.マッキナリー氏は、これまでの方針である、「ローターアクトの地位向

上」「女児のエンパワーメント」「ＤＥＩの促進」「ポリオ根絶」「ロータリーの行動計画の実践」を堅持した

上で、「平和の推進」と「メンタルヘルスへの取り組み」を強調し、テーマは 

“CREATE HOPE in the WORLD” 

「世界に希望を生み出そう」 

となりました。 

 

  ２０２３-２４年度地区方針 

   地区方針は、まず機能体（企業）の側面からその永続性の確保を目的として、 

1.効率的な地区運営の推進とリスク管理の強化 

さらに、共同体（家族）の側面から会員の精神性の充実を目的として、 

2.楽しいロータリー活動と研鑽 

としました。 

   この二点は永続性のある効果的なロータリー活動の基本であり、良い個人・地域・世界を目指すこと

を可能とするのです。 

 

 

 

 

 



 

  福島西ロータリークラブ活動目標 

１.会員増強 

会員増強は、クラブ構成会員数の絶対数はもとより高齢化の観点からも重要なものです。また、女

性会員の増強は男女会員数のバランスからも改善したい。 

男女合わせて２名の増員を目指す。 

２.楽しいロータリー活動と研鑽 

   地区スローガンである 

ENJOY the ROTARY PRIDE! 

ロータリーの誇りを楽しもう！ 

を目指して、楽しいロータリー活動と研鑽に努める。 

      具体的には 

1) 楽しい例会 

・会長や会員のスピーチは、魅力あるスピーチになるように心がける 

・講師をお招きし、話題提供や新たな知見を紹介する 

・座禅等による精神性の充実を図る 

・夜間例会開催を増やし、会員や家族の出席を促し、親睦を深める 

2) 地域交流の促進と公共イメージ向上 

・創立 40周年記念式典・祝賀会 

・少年野球大会（二本松 RC野球部の協力） 

・福島地区ＲＣ親睦野球大会（福島西 RC・川俣 RC・白河 RC・白河西 RC・二本松 RC） 

・福島駅西口清掃・早朝例会 

・麻薬撲滅キャンペーンへの参加、薬物乱用防止協議会への基金贈呈 

・スポ GOMI大会 in ふくしま（第 3回）への参加 

３.財団支援、人材育成 

・財団、米山、青少年等については、これまでに引き活動する 

４.ペーパーレス化と予算の見直し 

・クラブ会報はクラブホームページに掲載することとしてペーパーレス化を図る 

・クラブ会報のペーパーレス化により予算の削減を図る 

等を実施する。 

 

我がクラブは、ロータリアンとしての誇りを持ち、楽しい例会となるように心掛け、地域交流の促進を

図り、公共イメージの向上に努めるなど、楽しいロータリー活動と研鑽に努めて参ります。 

皆様のご協力をお願いいたします。 

 


